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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年11月1日(2012.11.1)

【公開番号】特開2009-140894(P2009-140894A)
【公開日】平成21年6月25日(2009.6.25)
【年通号数】公開・登録公報2009-025
【出願番号】特願2007-328709(P2007-328709)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/24     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/24    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/02    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月14日(2012.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１電極と、光の出射側にある第２電極と、前記第１電極と前記第２電極の間にある発
光層と、を有し、
　前記発光層よりも前記第１電極側に反射面があり、前記発光層から前記第２電極側に発
光する光と、前記発光層から前記反射面側へ発光し前記反射面により反射される光とを干
渉により強め合わせる発光素子において、
　前記発光層で発生し前記発光素子の面内方向に導波する光を前記発光素子の外に出射さ
せる周期構造を有し、
　前記周期構造が、固定端の境界条件を生じる周期構造であり、かつ、前記干渉の節に配
置されていることを特徴とする発光素子。
【請求項２】
　前記周期構造の高さｈが、外部に出射する光のスペクトルのピーク波長λ、前記周期構
造と前記反射面との間の平均屈折率ｎに対して、

【数１】

を満たすことを特徴とする請求項１に記載の発光素子。
【請求項３】
　前記周期構造が前記反射面から離間する位置に配置されていることを特徴とする請求項
１または請求項２に記載の発光素子。
【請求項４】
　前記周期構造の周期が、１２５ｎｍ以上７８０ｎｍ以下であることを特徴とする請求項
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１乃至請求項３のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項５】
　前記周期構造と前記反射面との間の距離ｄおよび平均屈折率ｎが、外部に出射する光の
スペクトルのピーク波長λ、前記反射面における位相シフトφｍ、整数ｍに対して、
【数２】

を満たすことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項６】
　前記周期構造が４回対称性を有することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか
１項に記載の発光素子。
【請求項７】
　前記発光層が干渉の腹に配置されていることを特徴とする請求項１乃至請求項６のいず
れか１項に記載の発光素子。
【請求項８】
　前記発光素子が有機ＥＬ素子であることを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか
１項に記載の発光素子。
【請求項９】
　赤色を発する発光素子と、緑色を発する発光素子と、青色を発する発光素子と、を有す
る発光装置であって、
　前記赤色を発する発光素子と前記緑色を発する発光素子と前記青色を発する発光素子が
請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の発光素子であることを特徴とする発光装置
。
【請求項１０】
　請求項９に記載の発光装置において、各発光素子の周期構造の高さが共通であり、かつ
、６０ｎｍより小さいことを特徴とする発光装置。
【請求項１１】
　請求項９又は１０に記載の発光装置において、前記赤色を発する発光素子の周期構造の
周期が最も長く、前記青色を発する発光素子の周期構造の周期が最も短いことを特徴とす
る発光装置。
【請求項１２】
　第１電極と、光の出射側にある第２電極と、前記第１電極と前記第２電極の間にある発
光層と、を有し、
　前記発光層よりも前記第１電極側に反射面があり、前記発光層から前記第２電極側に発
光する光と、前記発光層から前記反射面側へ発光し前記反射面により反射される光とを干
渉により強め合わせる発光素子において、
　前記発光層で発生し前記発光素子の面内方向に導波する光を前記発光素子の外に出射さ
せる周期構造を有し、
　前記周期構造が、自由端の境界条件を生じる周期構造であり、かつ、前記干渉の腹に配
置されていることを特徴とする発光素子。
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